
「現在の研究について」 

明海大学不動産学部 講師 上地聡子 

 

・2022年 3月 17日 パリ高等研究院日本研究所「Global Japan. History of the world - history 

of the worlds as seen from Japan」セミナーにてオンライン報告 

・報告タイトル：「『沖縄人』感覚の形成：第二次世界大戦直後、在外同胞はいかにして故郷

の情報を共有したか」 

・報告概要：太平洋戦争直後の数年間を対象に、ハワイや北米、南米の沖縄移民（“在外同

胞”）の間で、それぞれの地の新聞や冊子が転送・共有されていた実態を明らかにした。そ

の上で、地上戦の現場となった故郷沖縄に関する情報が国境を超えた沖縄ネットワークを

介して共有され、それぞれの地域の沖縄出身者が沖縄救済運動に立ち上がる現状を沖縄系

メディアで見聞きするという経験が、環太平洋地域を挟んだ沖縄人の間に「同胞」感覚を醸

成していった可能性を示した。最後にこの研究が持つ学術的インプリケーションとして、①

民族自決という国際潮流の時代において「独立」と「併合」の二項対立に回収できない側面

を考慮する必要と、②エスニックメディアや沖縄人ネットワークを通じて「私たち」と「世

界」との関係性、という自意識が形成され始めていた可能性を指摘した。 

 

・以下、発表で使用したパワーポイントを抜粋します。 

 



 

 



 

 

 

・写真の出典： 

 沖縄県立図書館 比嘉春潮文庫所蔵資料 

沖縄県公文書館オンライン「資料紹介」 

『ウルマ新報』（復刻版）不二出版． 

『沖縄新民報・自由沖縄』（復刻版）不二出版． 

北米沖縄人史編集委員会編『北米沖縄人史』（1981年） 

 

 

 

 

 

  



上地ゼミの活動 

明海大学不動産学部 講師 上地聡子 

 

「不動産学研究」の上地クラス（上地ゼミ）は、第二次世界大戦後の日本における闇市や

バラック街に関するテキストを皆で読み解き、レジュメやパワーポイントにまとめる力、そ

れをもとに発表し論点を提示する力、ディスカッションを通じて様々な視点に気づく力の

涵養を目指します。 

2022年度後期は、本岡拓哉『「不法」なる空間にいきる：占拠と立ち退きをめぐる戦後都

市史』（大月書店、2019年）を読み進めています。 

 

 

ゼミのメンバーはまず、自分の関心をもとにテキストの担当する章を決めます。初回は教

員が大枠を提示しますが、それに続く回は全て章の担当グループが報告、論点の提示、ディ

スカッションを担当します。教室では大いにつまずき、間違うことが重要だと考えるので、

議論がつまっても教員はなるべく論の整理に徹し、学生の自主性にまかせるようにしてい

ます（でもつい喋り過ぎてしまうのが反省点です）。 

報告者はテキストの内容の他にインターネットで探したデータや論文を紹介したり、地

図を掲載して説明するなど、回を重ねるごとに様々な工夫がみられるようになります。また

報告担当ではない学生から逆に論点が提示され、それを話し合うこともあります。 

1 年間のゼミ活動で得た知識と読解力、まとめる力と議論する経験は、大学を出たあとも

大きな財産になると信じています。以下に上地ゼミの様子と講義資料の一部を紹介します。 

 

・上地ゼミの様子 



 

 

 

 

 

 

 

・『「不法」なる空間にいきる』序論および第 1章スライド（教員作成） 

 

 

 

 

 



 

 

 


